
 

 

 

 

 

 

 

 Ｃｕｂｅ，Ｃｏｐｐｅｒ，Ｓ方位を３３％含む極点図、逆極点図、ＯＤＦ図 
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    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 
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概要 

 「極点図からＯＤＦ解析を行うと結晶方位｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞の定量が出来る」と言われていますが 

   本当でしょうか？ 

   実はＯＤＦ図から得られる結晶方位密度は、結晶方位によって係数をつけて論じなければなりません。 

   この事に関する資料は以下に表記されています。 

 

 

 

 

 

 

結晶方位によって、ＯＤＦの最大値（注意１）が、Ｃｕｂｅ，Ｃｏｐｐｅｒ，Ｓは ４：２：１である。 

（注意１）：Ｅｕｌｅｒ角度の広がりが３方向（ψ１、Φ、ψ２）に同等の場合です 

このことから、極点図、ＯＤＦ図、逆極点図は結晶方位によって、この係数を付けて考えなければなりません。 

結晶方位は｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｓ＞から計算されるＥｕｌｅｒ角度位置に対し非対称に広がり持って存在します。 

 

この非対称性と係数をもって、結晶方位に定量を行うのがＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎです。 

 

 

以下に 

ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎで 

結晶方位の広がりをＧａｕｓｓ関数の半価幅１０ｄｅｇで、ＣＵべ、Ｃｏｐｐｅｒ，Ｓ共３３％含む 

極点図を作成して、ＯＤＦ図、再計算極点図、逆極点図を計算してみます。 

 

 

 

 



Ｃｕｂｅ，Ｃｏｐｐｅｒ，Ｓ方位を３３％含む極点図 

GPPoleDisplayで表示 

 

 

実際に計算される方位密度 

ODFDisplayで計算 

 

ODF図が５度間隔で解析が行われた結晶方位密度の最大値 

 

 

 同一の定量値でも最大方位密度は異なります。 

 



逆極点図 

GPInverseDisplayで計算 

  

  

 Cube,Copper,S 17.63,5.69,2.99 

InverseDisp2で計算 

 

 Cube,Copper,S 27.06,7.19,5.37 

 



再計算極点図 

LaboTexソフトウエアで表示 

    Cube  Copper  S 

 

 Cube,Copper,Sで極密度が異なります。 

最大極密度は Cube,Copper,Sで 50.6, 30.6, 22.6 と計算されます 

Cube方位  

  

Copper方位  

  

S方位   

 

 



VolumeFraction 

LaboTexで計算 

 

  


